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平成17年度 志布志市社会福祉協議会一般会計決算
平成17年度志布志市社会福祉協議会の事業経過報告及び一般会計収支決算について、去る5月 29日
の理事会、評議員会において承認されましたので、下記のとおり報告いたします。今回は、松山町 ・

志布志町 ・有明町社会福祉協議会が 1月 4日 に合併して、志布志市社会福祉協議会として 3ヶ 月間の
決算となりました。

資 金 収 支 計 算 書
平成 17年度 (平成 18年 1月～平成 18年3月 ) (単位 :円)

勘船 日

経常活動による収支

1又

入

会費収入

寄附金収入

経常経費補助金収入
助成金収入

受託金収入

事業収入

介護保険収入

利用料収入

雑収入

受取利息配当金収入

経理区分間繰入金収入

325,000

1,461,000

6,891,000

228,000

15,772,000

9,458,000

30,922,000

4,121,000

45,000

11,000

10,316,000

613,885

3,295,139

8,018,647

288,000

15,790,396

9,459,281

31,279,405

4,675,020

304,703

133,737

10,316,665

∠ゝ 288,885

△ 1,834,139

△ 1,127,647

△60,000

△ 18,396

∠ゝ 1,281

△357,405

△554,020

∠ゝ 259,703

∠ゝ 122,737

△665

経常収入計 79,550,000 84,174,878 △4,624,878

支

出

人件費支出
事務費支出
事業費支出
共同募金配分金事業費
負担金支出
経理区分間繰入金支出

49,111,000

4,637,000

23,257,000

543,000

10,000

13,317,000

47,090,688

3,683,205

21,420,106

429,643

0

13,316,665

2,020,312

953,795

1,836,894

113,357

10,000

335

経常支出計 90,875,000 85,940,307 4,934,693

経常活動資金収支差額 ∠ゝ 11,325,000 △ 1,765,429 △9,559,571

施設整備等による収支

収

入 施設整備等収入計 8,708,000 8,708,277 △ 277

支

出

固定資産取得支出及び繰入支出 9,412,000 9,411,277 723

施設整備等支出計 9,412,000 9,411,277 723

施設整備等資金収支差額 △704,000 △703,000 △ 1,000

収
入

その他の収入 2,883,000 2,883,670 △670

財務収入計 2,883,000 2,883,670 △671

支

出

積立預金積立支出
その他の支出

262,000

2,835,000

241,116

2,833,480

20,884

1.520

財務支出計 3,097,000 3,074,596 22,404

財務活動資金収支差額 ∠ゝ214,000 △ 190,926 △23,074

予 備 費 78,978,000 0 78,978,000

当期資金収支差額合計 △91,221,000 A2,659,355 △88,561,645

合併引継支払資金 75,144,000 75,144,148 △ 148

当期末支払資金残高 ∠ゝ 16,077,000 72,484,793 △88,561,793
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事 業 活 動 収 支 計 算 書
平成 17年度 (平成 18年 1月～平成 18年 3月 )

(単位 :円)

会費収入

寄附金収入

経常経費補助金収入
助成金収入

受託金収入

事業収入

介護保険収入

利用料収入

雑収入

引当金戻入

613,885

3,295,139

8,018,647

288,000

15,790,396

9,459,281

31,279,405

4,675,020

304,703

2,456,310

事業活動収入計 76,180,786

支

出

人件費支出
事務費支出
事業費支出
共同募金配分金事業費
減価償去口費
引当金繰入

47,090,688

3,683,205

21,420,106

429,643

6,082,511

10,344,539

事業活動支出計 89,050,692

事業活動収支差額 A12,869,906

聰
蛛
椰

受取利息配当金収入
経理区分間繰入金収入

133,737

10,316,665

事業活動外収入計 10,450,402

一支
出
¨

事業活動外支出計経理区分間繰入金支出 13,316,665

事業活動外支出計 13,316,665

事業活動外収支差額 ∠ゝ2,866,263

経常収支差額 △ 15,736,169

黎

施設整備等寄附金収入 8,708,277

特別収入計 8,708,277

一支
出 特別支出計 0

特別収支差額 8,708,277

当期活動収支差額 △7,027,892

合併引継活動収支差額 94,344,290

当期末繰越活動収支差額 87,316,398

次期繰越活動収支差額 87,316,398
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財産目録            貸借対照表
平成 17年度 (平成 18年 3月 31日現在)        平成 17年度 (平成 18年 3月 31日現在)

(単位 :円) (単位 :円)

勘定1科自

動 |■■|■

流動資産

現金

預貯金

未収金

仮払金

6,326

57,539,482

33,082,722

396,346

流動資産合計 91,024,876

固定資産

基本財産

その他の固定資産

構築物

車輌運搬具

器具及び備品

ソフトウェア

長期貸付金

ボランティア基金積立金

退職共済預け金

退職共済積立預金

福祉基金積立預金

財政調整積立預金

法外援助貸付基金積立預金

リサイクル料等預託金

3,000,000

1,591,296

6,220,809

8,731,339

2,059,369

895,000

3,000,000

78,379,585

12,064,138

44,606,698

82,316,030

1,000,000

8,400

その他の固定資産合計 240,872,664

固定資産合計 243,872,664

資産合計 334,897,540

負債の部

流動負債

未払金

預り金

仮受金

賞与引当金

15,975,312

2,523,971

40,800

9,038,468

流動負債合計 27,578,551

固定負債

退職給与引当金
82,351,896

固定負債合計 82,351,896

負債合計 109,930,447

差引純資産 224,967,093

勘定科日

鰤
1馘

流動資産

現金

預貯金

未収金

仮払金

固定資産

基本財産

その他の固定資産

構築物

車輌運搬具

器具及び備品

ソフトウェア

長期貸付金

ボランティア基金積立金

退職共済預け金

退職共済積立預金

福祉基金積立預金

財政調整積立預金

法外援助貸付基金積立預金

リサイクル料等預託金

91,024,876

6,326

57,539,482

33,082,722

396,346

243,872,664

3,000,000

240,872,664

1,591,296

6,220,809

8,731,339

2,059,369

895,000

3,000,000

78,379,585

12,064,138

44,606,698

82,316,030

1,000,000

8,400

94,683,775

8,726

60,366,849

33,911,854

396,346

240,352,972

3,000,000

237,352,972

1,733,713

7,418,637

5,330,908

790,789

937,000

3,000,000

78,396,175

11,942,442

44,601,398

82,201,910

1,000,000

0

∠ゝ 3,658,899

∠ゝ 2,400

∠ゝ 2,827,367

△829,132

0

3,519,692

0

3,519,692

∠ゝ 142,417

∠ゝ 1,197,828

3,400,431

1,268,580

△42,000

0

∠ゝ 16,590

121,696

5,300

114,120

0

8,400

資産の部合計 334,897,540 335,036,747 △ 139,207

負債の部

流動負債

未払金

預り金

仮受金

賞与引当金

固定負債

退職給与引当金

27,578,551

15,975,312

2,523,971

40,800

9,038,468

82,351,896

82,351,896

21,816,776

11,089,130

7,972,234

478,263

2,277,149

81,224,986

81,224,986

5,761,775

4,886,182

△5,448,263

△437,463

6,761,319

1,126,910

1,126,910

負債の部合計 109,930,447 103,041,762 6,888,685

純財産の部

基本金 3,000,000 3,000,000 0

基金 5,400,000 5,400,000 0

その他の積立金 80,650,695 80,650,695 0

次期繰越活動収支差額 87,316,398 0 87,316,398

純資産の部合計 224,967,093 137,650,695 87,316,398

負債及び純財産の部合計 334,897,540 240,692,457 94,205,083
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七
月

一
日

（土
）
、
第
六
回
共
同
募
金

チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会
が
大
隅
カ
ン

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

旧
有
明
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
て
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
志
布
志
市
社
会
福

祉
協
議
会
に
引
き
継
が
れ
て
開
催
い
た

し
ま
し
た
。　
Ｉ
ハ
○
名
と
多
く
の
方
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
大
盛
況
で
し
た
。

来
年
度
も
実
施
予
定

で
す

の
で
、
ご
参

加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

第 6回 共同募金チャリティゴルフ大会が開催されました。

集まりました募金額

181,391円
ありがとうございました。
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多数の社員加入 誠にありがとうございました
平成18年度 日本赤十字社員社資実績

ナイスショット!!ご協力ありがとうございます。

絶好の天気に恵まれました。 ご協力ありがとうございます。

平成 18年5月 1日～5月31日実績

有明地区 志布志地区 松山地区

金額 (円) 件数 金額 (円) 件数 金額 (円) 件数

500円 未満 0 O 47,920 1      218 0 0

500円 以上 1,429,500 2,859 1,649,000 1     3,298 694,000 1     1,388

1,000円 以上 85,000 85 129,OOO 1      129 114,500 1      114

1 0,000円 以上 O 0 0 O 10,000 1        1
△
計 (各地区) 1,514,500 1     2,944 1,825,920 1     3,645 818,500 1     1,503

志布志市 合 計 4,158,920

志布志市 目標額 5,855,000

実  績   率 71%

「守ろう 人間の 尊さを」を国際標語として全国一斉に赤十字社員増強運動が実施されました。昨
年も多数の方々が社員としてご協力いただきましたが、今年度も5月 を活動月間としまして運動を展
開しまして 5月末で上記の実績のとおりとなりました。皆様方のご協力を心から感謝申し上げます。
また、社員加入は、いつでも日本赤十字社志布志市地区 (志布志市社会福祉協議会本所 。支所)に
て受付いたしておりますので、よろしくお願い致します。
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考
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

五
月
十
五
日
、
松
山
町

。
志
布

志
町

。
有
明
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
の
合
併
調
印
式
が
志
布
志
健

康
ふ
れ
あ
い
プ

ラ
ザ

で
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

三
町
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
及
び

特
別
立
会
人
と
し
て
、
大
西
早
苗

県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
に

よ
る
署
名
押
印
が
行
わ
れ
、
合
併

協
定
書
の
披
露
が
あ
り
、
立
会
人

と
三
町
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
と
で

固
い
握
手
も
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

大
西
早
苗
県
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
会
長
と
本
田
修

一
志
布
志

市
長
、
谷
口
松
生
志
布
志
市
議
会

議
長
、
上
村
環
志
布
志
市
社
会
福

祉
協
議
会
会
長
に
来
賓
祝
辞
を

頂
き
、
来
賓
及
び
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会

の
皆
様
方
に
見
守
ら
れ
る

中
、
滞
り
な
く
式
を
終
え
る
こ
と

合
併
協
定
調
印
式

が
で
き
ま
し
た
。

志
布
志
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会

の
更
な
る
発
展
を
御
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。

署名記入押印中〃

出席の方々へ契約書の披露 !ガッチリ握手で !

福祉サービス利用者の相談 ・苦情解決実施に伴う

辱 名 |  _濯 Щ暉↑ __
豊 留   勉 1松山地区民生児童委員
又 木 ナミ子 1志布志地区民生児童委員
樺 山 資 次 1有明地区民生児童委員

第3者 委員が選任されました。
苦情への適切な対応を目的とします。

①福祉サービスに対する利用者の満足度を高める
②利用者個人の権利を擁護
③利用者による適切な福祉サービス利用を支援

第3者委員を設けることで苦情を密室化せず、社会性や客観性を確保し、一定のルールに沿った方
法で解決を進めることにより、円滑 ・円満な解決の促進や社協の信頼や適正性の確保を図ります。

オa談由な等の篠らは承キ tま す。ぜひ、お処 tTさ い。
なおオa談材は項 きません。

志布志本所 松山支所 有明支所
(志布志健康ふれあいプラザ)

毎週水曜日

受付時間 10:00～ 15:00
※4月 より受付時間が統一されました

(志布志市老人福祉センター)

第 1、 3火曜日

(志布志市市民センター)

8月 7日 (月)、 21日 (月)
9月 5日 (火)、20日 (水)
10月5日 (木)、20日 (金)
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シ
リ
ー
ズ

☆
こ
の
体
操
を
す
る
と
い
つ
も
背
す
じ
が

伸
び
て
、
若
さ
が
出
て
き
ま
す
。

「ね
ら
い
と
効
き
目
」

年
を
と
る
と
と
も
に
、
背
中
が
丸
く
な

っ
て
き
ま
す
が
、
こ
れ
は
背
中
の
筋
力
が

弱
っ
て
き
た
こ
と
に
も
よ
り
ま
す
。

①
両
手
、
両
膝
を
つ
い
て
四
つ
ん
這
い
に

な
り
ま
し
よ
う
。

②
ゆ
っ
＜
り
右

〔左
〕
手
を
、
前
に
あ
げ
、

４
を
数
え
ま
す
。

③
ゆ
っ
＜
り
お
ろ
し
て
、
左

〔右
〕
手
も

や
っ
て
み
ま
し
よ
う
。

④
こ
の
動
作
を
２
回
＜
り
返
し
ま
す
。

四
つ
ん
這
い
に
な

る
と
き
は
、
ゆ
っ

く
り
し
ま
し
ょ
つ

☆
丈
夫
な
脚
を
保
ち
ま
し
ょ
つ

「
ね
ら
い
と
効
き
目
」

太
腿
の
筋
肉
は
、
体
を
移
動
さ
せ
る
た

め
に
た
い
へ
ん
大
切
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
筋
肉
が
強
ま
れ
ば
、
階
段
の
昇
り
降

り
も
、
膝
に
負
担
を
か
け
ま
せ
ん
。

①
椅
子
に
深
＜
腰
か
け
ま
す
。

②
片
膝
を
伸
ば
し
な
が
ら
、
つ
ま
先
を
上

に
向
け
て
、
足
を
あ
げ
ま
し
よ
う
。

③
あ
げ
た
ま
ま
１０
を
数
え
ま
す
。

④
交
互
に
足
を
３
回
ず
つ
あ
げ
ま
し
よ
う
。

嶽
①
畳
の
上
で
す
る
と
き
は
、
両
手
を
斜

め
後
ろ
に
お
い
て
支
え
ま
す
。

②
力
が
つ
い
た
ら
、
両
足
を
同
時
に
あ

げ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ゆ
っ
く
り
し
た

動

作

で

し

ま

し
ょ
う

ξ
夢
盪
迪
拶

貯
め
て
元
気
！
貯
筋

麟

″答
え
て
当
て
よ
う
″

福祉給食サービスを統合しました
志布志市社会福祉協議会では、食の自立支援事業 (福祉給食サービス)を 有明事業所と志布志

事業所で行っておりましたが、七月より統合し、志布志事業所で行うことになりました。

●お問い合わせ先 志布志市社会福祉協議会 6472… 1800

ふ
れ
あ
い

全ての辺の長さが均等な図形がありま

す。この図の 2辺 だけを動かして、 5つ

の四角から4つ の四角にしてください。

もちろん、辺の長さは変わりません。

懲

・η

クイズの答えと住所 。氏名 。年齢をハガキにご記入の上、志布志市社会福祉協議会 「クイズら、れ
あい」係までご応募下さい。抽選で 5名の方に賞品 (図書カー ド)を プレゼント致します。なお、

抽選結果は賞品の発送をもってかえさせていただきます。締め切りは平成18年8月 11日 (金)の
消印有効です。 揃回の答:タイのお000】
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鰈
也
瘍
財
颯
颯

士
や布
Ｊ
や三中
の

ポ
〓
２

ア
ィ
ア

●
一　
清
堀
！

志
布
志
健
康
ふ
れ
あ
い
プ
ラ

ザ
で
、
六
月
十
四
日
～
七
月
十

九
日
ま
で
の
毎
週
水
曜
夜
七
時

～
九
時
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成

講
座
が
六
回
に
わ
た
り
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

全
国
的
に
高
齢
化
が
進
行
す

る
な
か
、
志
布
志
市
に
お
い
て

は
二
九
％
が
高
齢
者
で
、
県
下

で
も
上
位
に
位
置
付
け
ら
れ
ま

す
。高
齢
者
の
方
々
が
健
康
に
過

ご
す
為
に
、
生
き
が
い
作
り
の

場
と
し
て
各
地
域
の
公
民
館
等

で
ゲ
ー
ム
や
体
操

・
誕
生
会
と

い
っ
た
内
容
の

フ
か
れ
あ
い

・
い

き
い
き
サ
ロ
ン
」
が
全
国
各
地
で

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

志
布
志
市
内
で
も
、
「ふ
れ

あ
い

。
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
が
定

着
し
て
い
る
地
域
や
、
こ
れ
か

ら
立
ち
上
げ
て
い
こ
う
と
し
て

い
る
地
域
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
高
齢
者
と

一
緒
に

～ボランティアセンター便り～

な
っ
て
サ
ロ
ン
を
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
る
ボ

一７
ン
テ
ィ
ア
を
育
て
た
い
と
考
え
、
ア」
の
講

座
は
サ
ロ
ン
に
役
立
つ
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
。

六
月
十

四
日

（開
講
式
）

ま
ず
は
、
志
布
志
市
社
会
福
祉
協
議
会

の
津
町
学
事
務
局
長
が

「サ
ロ
ン
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
」
に
つ
い
て
講
話
を
し
、
そ
の

後
、
日
本
和
装
学
園

。
新
国
際
ヨ
ガ
協
会

学
園
長
の
溝
口
千
恵
子
先
生
に
よ
る
体
操

を
交
え
た
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

溝
口
先
生
は
日
頃
よ
り
福
祉
施
設
や
生

涯
学
習
、
各
地
区
サ
ロ
ン
会
等
で
「簡
単
に

楽
し
く
体
を
動
か
せ
る
よ
う
に
」
と

『音

薬

（お
ん
や
く
）
体
操
』
を
手
が
け
ら
れ
、

市
内
各
地
で
講
演
し
、
高
い
評
価
を
う
け

て
い
ま
す
。
（翌
日
薬
体
操
』
と
は
、
音
楽
に

合
わ
せ
て
体
を
無
理
な
く
動
か
す
体
操
で

す
。
）

六
月

二
十

一
日

（第
二
回
）

大
隅
曽
於
地
区
消
防
組
合
南
部
消
防
署

救
急
救
命
士
に
よ
る
『救
急
法
ミ
心
肺
蘇
生

法
』
の
講
座
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

実
際
に

『三
角
巾
』
を
使
っ
て
止
血
の
仕

方
や
骨
折

。
捻
挫
の
固
定
の
仕
方
な
ど
を

学
び
ま
し
た
。

最
後
に
心
肺
蘇
生
法
の
実
技
講
習
を
受

け
、
み
な
さ
ん
真
剣
に
人
工
呼
吸
法
と
心

臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
法
を
学
び
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
最
後
ま
で
熱
心
に
受
講
さ
れ
、

達
成
感
を
も
っ
て
フ」
の
日
の
講
座
を
終
え
ま

し
た
。

盛り沢山な講座の始まりです

歌にあわせてトントントン !六好評 : 43名 もの参加が ,

三角巾がこんなに便薫」だなんて
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塚輻辮輯 響ゞ
志
布
志
小
学
楼

６
年
生
８７
名
ガ
！

五
月
十
七
日
、
高
齢
者

。
障

害
者
の
立
場
に
な
っ
て
の
体
験

学
習
を
通
じ
て
、
相
手
を
思
い

や
る
心
を
育
む
こ
と
を
目
的
に

高
齢
者
疑
似
体
験

（も
み
じ

箱
）
。
車
イ
ス
・
ア
イ
マ
ス
ク
を

使

っ
て
福
祉
体
験
講
座
を
開
催

し
ま
し
た
。

高
齢
者
疑
似
体
験

ま
ず
、
一局
齢
者
疑
似
体
験
で
は
、
「も

み
じ
箱
」
と
呼
ば
れ
る
高
齢
者
の
体
験

が
で
き
る
道
具
を
用
い
、
体
験
が
始
ま

り
ま
し
た
。

高
齢
者
や
体
に
障
害
の
あ
る
方
々
の

疑
似
体
験
と
し
ま
し
て
体
に
オ
モ
リ
、

関
節
が
曲
が
り
に
く
く
な
る
よ
う
に
サ

ポ
ー
タ
ー
を
着
け
、
腰
は
曲
が
っ
た
状

態
に
固
定
さ
れ
、
目
に
は
自
内
障
の
よ

う
な
状
況
を
作
り
出
す
メ
ガ
ネ
を
装
着

し
て
、
動
い
て
み
る

（歩
く
）
の
で
す

が
…
広
い
体
育
館
、
杖
を
頼
り
に

一
歩

ず
つ
…
大
変
で
す
。

車
い
す
体
験

車
イ
ス
に
座
る
人
、

れ
て
障
害
物

（段
差
）

を
体
験
し
ま
し
た
。

ち
ょ
っ
と
し
た
段
差
に
四
苦
八
苦
、

座

っ
て
い
る
方
も
不
安
な
表
情
。

ア
イ

マ
ス
ク
体
験

二
人

一
組
に
な
り
、　
一
人
が
ア
イ
マ

ス
ク
を
着
け
、
目
が
不
自
由
な
状
況
の

な
か
、
も
う

一
人
が
安
全
に
誘
導
す
る

よ
う
注
意
し
な
が
ら
階
段
や
坂
道
を
歩

き
ま
す
。

し
か
し
、
誘
導
さ
れ
な
が
ら
も
怖
く

て
な
か
な
か
足
を
踏
み
出
せ
ま
せ
ん
。

押
す
人
に
分
か

の
あ
る
コ
ー
ス

こ
れ
ら
の
体
験
は
、
大
半
の
児
童
が
初

め
て
の
体
験
で
あ
り
、
貴
重
な
経
験
を
し

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

高
齢
者
や
障
害
者
の
気
持
ち
に
な
り
、

自
分
の
で
き
る
こ
と
を
的
確
に
判
断
し
優

し
い
心
を
持
ち
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
活

か
し
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

真剣な表情

装着が大変 H六変さがわがつたがな?

少しの段差も大変だなあ…

僕に付いて来て ,しつかり誘導してネ
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ろ
デ
ー
！

梅
雨
の
合
間
の
晴
れ
た
日
の
五
月
二
十

一
日
、
志
布
志
市
内
で
は
各
会
場
で
多
数

の
市
民
が
集
い

「健
康
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト

・
チ
ヤ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
と
銘
打

っ
て
健

康
増
進
に
努
め
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
有

明

（志
布
志
市
社
協
有
明
支
所
）
で
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「な
か
よ
し
」

（ふ
れ
あ
い
の
輪
訪
問
や
高
齢
者
ふ
れ
あ

い
サ
ロ
ン
、
歌
宅
配
、
年
越
し
そ
ば
づ
く

り
な
ど
数
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

手
が
け
て
い
る
）
の
春
田
良
子
会
長

（会

員

一
一
六
名
）
が
中
心
と
な
り
、
自
然
環

境
美
化
と
健
康
増
進
を
兼
ね
て

『空
き
缶

拾
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
』
を
宇
都
鼻
の
山
で

行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
木
々
の
緑
も
色
濃
く
す
が
す

が
し
い
な
か
、
会
員
九
名
と
事
務
局
四
名

の
参
加
者

（ほ
と
ん
ど
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
に
参
加
）
で
配
布

さ
れ
た
軍
手
と
ゴ
ミ
袋
と
火
バ
サ
ミ
を
持

ち
、
頂

上

を

目

指
し
ま
し
た
。

作

業

終

了

後

は
、
皆

さ

ん

が

持

ち
寄

っ
た
お

茶

や
麦

茶

で
、

お
煮

し

め
な
ど

を
食

べ
な

が
ら

世
間

話

に
華

を

咲
か
せ
、
最
後
に
歌
に
合
わ
せ
て
リ
ズ
ム

体
操
を
行
い
、
元
気
な
う
ち
は
地
域
に
役

立
つ
よ
う
な
こ
と
を
ま
た
自
分
を
磨
い
て

い
け
る
よ
う
な

「ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」

を
す
る
こ
と
な
ど
を
申
し
合
わ
せ
て
、
宇

都
鼻
の
山
を
後
に
し
ま
し
た
。

′

・。「日一　ヽ
ヽ
一

チ́

ャ

※輸多市とは 「多くのボランティアの輪を志布志市に広めましょう」の意味です。

ボランティア行事に参加中の

ケガや賠償事故を補償 !

きれいになつて景色も気分も爽崚 !

ァ活動中のケガや賠償事故を幅(

●活動場所と自宅との

往復途上の事故も補償

●防災 ・災害のボランティア

活動も補償

●ボランティア自身の食中毒や

熱中症も補償

●地震等天災によるケガも補償
(天災タイプ加入の場合)

ヘルバー ・ケアマネージャー等の活動中の

ケガや賠償事故を補償 !

送迎サービス中の交通事故による

掛金 IAプ
ラン"・300円Bプラン"・500円Cプラン"・700円

天災危険補償タイプもあります

お申し込み、ご照会は、志布志市社会福祉協議会ヘ

社会福祉法人

|●

…

■||‐全国社会福祉協議会
この保険は、全国社会福祉協議会が保険会社と一括 して契約を行う団体契約です。

動時輔1株式会社福祉保険サービス

〒1000013  東京都千代田区霞ヶ関332新 霞が関ビル17F

TEL:03(3581)4667 FAX:03(3581)4763
hittp//www.fukushihoken co jp

<引受幹事会社>日本興亜損害保険株式会社
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:       

「鶴山 典雄さん」・「本村 典生さん」が委嘱されました。        !
●                                               :

!    ..壼 1        _     _65歳 学上の高齢者の害1合が、本県のほとんどの市町村で25%を 超 i

!   t笏麒蝙蛉‐     繭は陽鯰伝    えてい事す。 :

! 鰊
‐
 麟睫鶉燒蟷け ょ剪績撹雰織まざ易曜j猛巽

%になっています。その:
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つ
F丁主ギぶ農:

! r.m鱚 鰺輻‐‐..   J』 饒下下ЬL二  11公 5ぞう蓮動∫を羅通子乞ここ示夫軌そあるこ意しヽま子。
｀
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‐
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!  鶴中 典雄 |ん    本村 典生さん   した。皆さんのご理解とご協力によりこの運動が一層推進される |
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個人情報保護に関する方針 (プライバシーポリシー)

1.基 本方針

社会福祉法人志布志市社会福祉協議会は、本会が扱う個人情報の重要性を認識し、個人の人格尊重

の理念のもとに、個人情報に関する法令及び関係法令等を遵守し、適性かつ慎重に取り扱うとともに、

個人情報の保護に努めます。

2.個 人情報の適正な取得、利用、提供の実施

(1)本 会は、個人情報を適法かつ適正な方法で取得します。

12)本 会は、個人情報の利用目的をできる限り特定するとともに、その利用目的の範囲でのみ個人情

報を利用します。

13)本 会は、あらかじめ明示した範囲及び法令等の規定に基づく場合を除いて、個人情報を事前に本

人の同意を得ることなく第三者に提供しません。

3.個 人情報の管理、保護に向けた体制整備
(1)本 会は、個人情報をできる限り最新かつ正確な状態に保つとともに、漏えい、滅失、毀損などを

防止するため、適切な措置を講じます。

(a 本会は、個人情報を保護するために個人情報保護規程を定め、適切な管理体制を講じるとともに、

役職員の個人情報保護に関する意識啓発に努めます。

0 必要に応じて本会業務の一部を委託する場合に、業務委託先に対し個人情報の一部を提供する場

合がありますが、 この場合においても、本会として業務の委託先に対する適切な監督を行います。

4.個 人情報の開示、訂正、追加、削除、利用停止

本会は、本会が保有する個人情報について、ご本人自らに関する個人情報の申し出、またその内容に

関する訂正、追加、削除、利用停止等の申し出がなされた場合には、所定の手続に従い速やかに対応

します。

5.個 人情報の取り扱いに関する苦情への対応

本会は、本会における個人情報の取り扱いに関して苦情が寄せられた場合には、適正かつ速やかに

対応します。

平成18年 1月 4日制定

社会福祉法人 志布志市社会福祉協議会

会長 上 村   環

【個人情報についてのご質問やお問い合わせ、開示等の申し立て窓口】

社会福祉法人 志布志市社会福祉協議会
〒899-7103 鹿児島県志布志市志布志町志布志32221

丁EL 099 (472) 1800     FAX 099 (472) 1593

本村 典生さん
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皆
様
の
善
意
嬬

・

感
謝
い
た
し
球
７

次
の
方
々
よ
り
香
典
返
し
の
お

礼
に
か
え
て
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
ご
寄
附
を
頂
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し

上
げ
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。
頂
き
ま
し
た
ご
寄

附
は
、
志
布
志
市
の
地
域
福
祉
向

上
の
た
め
に
有
意
義
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
十
八
年
五
月

一
日
か
ら

平
成
十
八
年
六
月
二
十
日
ま
で

集
落
名
　
寄
附
者
名
　
物
故
者
名

（敬
称
略
）

中
　
原
　
川
野
ふ
じ
子

川
　
北
　
一秋
原
　
直

桃
　
木
　
新
村
フ
ク
ヱ

新
橋
大
谷
　
坂
元
文
男

仮
　
屋
　
大
迫
哲
夫

本
　
町
　
福
岡
カ
フ
イ

本
　
町
　
福
岡
カ
フ
イ

稲
ケ
迫
　
津
曲
逸
男

曽
於
市
　
佐
々
木
正
徳

尾
野
見
大
谷
　
検
崎
フ
ジ
子

表
　
　
　
和
田
輝
美

名
古
屋
市
　
宮
永
久
満

故
安
賞

故
仲
蔵

故
繁

　

．

故
ミ
ツ
キ

故
景
美

故
キ
ミ
エ

故
貞
七

故
キ
ク
ヨ

故
ア
キ
一

故
茂
毅

故
美
則

・

故
義
満

一

馬
　
庭
　
海
江
田
弘
一

新
　
町
　
山
中
光
雄

中
学
校
通
り
　
藤
響
島
エ
ツ
ヤ
‐

西
弓
場
ヶ
尾
　
田
原
泰
輔

西
弓
場
ヶ
尾
　
田
原
泰
輔

橋
ノ
ロ
　
下
渡
博
文

西
弓
場
ヶ
尾
　
目
］
　
和
Ｔ
丸
一

安
　
良
　
有
馬
俊
男

上
道
重
　
竹
山
サ
ツ
子

上
昭
和
　
松
本
梅
子

上
奎
子
日
　
池
邊
育
子

紺
屋
　
　
川
野
義
孝

駅
通
り
　
横
中
ン
ヅ
ネ

稚
子
松
　
柚
木
幸
生

香
月
　
　
今
井
嘉
博

東
弓
場
ヶ
尾
　
キ
父
利
一　
田
カ

高
吉
　
　
柿
元
ノ
リ

寿
　
　
　
竹
山
栄
子

田
吹
野
　
田
浦
ヽヽ三
子

宇
都
　
　
大
地
春
雄

坂
ノ
上
　
切
手
ノ
ブ
子

上
宮
内
　
田
中
辰
郎

本 中 下 高 西 押 本 竹
通 下  切

地 須 山 谷 下 東 村 崎

室
中
　
勝

廣
地
ツ
ユ

田
中
ミ
ヤ
子

西
坂
客
二

宮
谷
　
稔

中
島
義
治

原
田
ヨ
シ
エ

出
水
信
子

故
ス
ズ
子

故
ス
ミ

故
清
徳

故
龍
男

故
ヒ
デ

故
正
行

故
サ
カ
エ

故
ナ
キ
サ

故
昭
雄

故
強
故
セ
ツ
エ

故
義
春

故
照
雄

故
澄
子

故
サ
ト

故
伸
朗

故
正
代
志

故
ミ
エ

故
榮
二

故
ハ
ル

故
義
秀

故
二
郎

故
マ
リ
子

故
好
信

故
忠
義

故
ハ
ル
エ

故
龍
男

故
ミ
ノ
ル

故

一
美

故
年
丸

（

中
肇
部
合
　
山
元
成
雄

久
木
迫
　
村
久
木
司

高
下
谷
　
野
口
和
昭

下
串
部
〈口　
林
市
男

荷
　
返
　
原
田
マ
リ
子

飯
　
山
　
坂
下
キ
ヨ
子

高
井
田
　
高
崎
ヒ
サ
子

重
　
田
　
重
山
四
男

原
田
校
区
　
本
高
肇

押
切
東
　
中
村
義
賞

き
ま
し
た
。
日
本
赤
十
字
社
を
通

じ
て
被
災
地
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

（敬
称
略
）

。ジ
ャ
ワ
島
中
部
地
震
災
害
救
‐
‐
援
金

集
落
名
　
　
　
寄
附
者
名
●
●

西
馬
場

一
区
　
　
中
村
史
郎

・一一●

本
　
町
　
　
　
　
中
原
美
利

●
●
一

他

一
名

　

　

　

　

一
●

社
会
福
祉
協
議
会
会
賀
に

ご
協
力
を

一
般
会
費
　
　
二
〇
〇
円

賛
助
会
費
　
一
、
○
○
○
円

団
体
会
費
　
一二
、
○
○
○
円

特
別
会
費
　
五
、
○
○
○
円

（
一
口
）

志
布
志
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
住
民
に
密
接
な
事
業
の
展
開

を
し
て
い
ま
す
。

参
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

鬱
心
配
ご
と
相
談
所
の
設
置
運
営

⑬
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業

畿
小
日
資
金
の
貸
付

特
に
福
祉
団
体
、
地
区
公
民
館

へ
の
助
成
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派

遣
、
近
隣
福
祉
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

（見
守
り
活
動
）
事
業
の
充
実
な

ど
、
住
民
の
主
体
性
と
積
極
的
な

参
加
を
柱
と
し
た
、
地
域
福
祉
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
財
源
は
、
皆
様
か
ら

寄
せ
ら
れ
る
貴
重
な
寄
附
金
、
香

典
返
し
寄
附
金
、
赤
い
羽
根
共
同

募
金
配
分
金
な
ど
を
充
て
て
い
ま

す
が
、
い
ず
れ
も
安
定
、
恒
常
的

な
財
源
で
は
な
く
、
公
的
補
助
金

の
増
額
も
見
込
ま
れ
な
い
現
状
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
業
推
進

の
た
め
安
定
的
な
財
源
確
保
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
会
員
制
度

を
設
け
、
毎
年
、
皆
様
方
の
加
入

を
お
願
い
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す

※
特
別
会
費
に
つ
い
て
は
、

一
月

に
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

次
の
事
業
所

。
団
体

・
個
人
の

方
々
よ
り
市
社
会
福
祉
協
議
会
に

ご
寄
附
を
頂
き
ま
し
た
。

地
域
福
祉
向
上
の
た
め
に
有
意

義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（敬
称
略
）

木
幡
鉄
兵
　
五
千
円

山
口
い
り
子
　
五
千
円

口
田
　

寄

　

附

志
布
志
本
所
受
付
分
一

・
匿
名
　
写
真
集

（全
国
の
城

城
跡
な
ど
）

。
匿
名
　
雑
巾
　
多
数

被
災
者

（地
）
の
方
々
の
助
け

に
な
れ
ば
と
義

（救
）
援
金
を
頂

物 語
若
禾日 [雪

故
ツ
ネ
ヨ

故
サ
エ

故
ア
ツ
子

故
シ
ナ

故
繁
故
辰
己

故
義
美

故
篤
故
徳
蔵

故
タ
シ

今
年
の
夏
、
四
年
に

一
度
の
祭
典
が

あ
り
ま
し
た
。
日
本
は
惜
し
＜
も

一
荻

り
―
グ
敗
退
と
い
う
結
果
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
れ
で
も
、
イ
ヤ
な
事
件
が

相
次
ぐ
気
分
を
払
拭
し
て
＜
れ
た
の
で

は
な
い
で
し
よ
う
か
。
一
苫
小差
を
付
け

て
の
勝
利
を
義
務
付
け
ら
れ
た
ブ
ラ
ブ

ル
戦
。
選
手
が
□
々
に
揃
え
て
い
っ
た

言
葉
が

「気
持
ち
で
負
け
な
い
こ
と
」

で
し
た
。

物
事
は
全
て
受
取
り
方
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
こ
で
得
た
経
験
を
次
に
ど
う
活

ガ
ず
の
か
。
日
本
代
表
の
よ
う
に
私
も

そ
う
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
　

（下
）
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